	単位操作-1１４
	小規模工事の仕方

（仕切板挿入工事）
	作　成
	

	
	
	
	

	
	ポイント

	
	· Ｐ＆Ｉ で孤立範囲を明確にし、常時閉止弁や滞留部のドレンアウト・パージ手順を明確にしておくこと。

· 事前に仕切板挿入箇所を確認の上、塗装表示する。
(1) ブロックバルブには「操作禁止」表示をする。ダブルバルブの場合は液封対策実施の上、両方のバルブを閉める。

モーターやエアー駆動弁等の場合は手動ロックとし、動力源（電源・空気等）を切り「操作禁止」表示をする。

(2)(3)熱油の場合は冷却後に行う。冷却が出来ない時にはドレンアウトクーラーを用いると共に、自然発火温度以上の場合は窒素を導入する。（単位操作―４１８ 設備パージの仕方）

 (2)(3)内容物により、必要な保護具を着用のこと。

　　　配管部が長く、ベントから空気を入れない場合、呼吸現象を起こし、脈を打って出てくることがある。

(3)確認用ドレン弁等がない場合は飛散防止等の安全対策を実施の上、フランジルーズにより残液状況を確認する。

(4)配管容量以上に液が出る場合は油抜きを一旦中止し対応を協議する。

(6)仕切板は適切な厚さのものを使用すること。

　　ドレン弁が無い部位が発生する場合、スペシャル仕切板の挿入が望ましい。

(7) ガスケット及び塗布剤は規定のものを使用すること。



	
	




















オンライン側





（ドレン弁なし）
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報告





ドレンアウトを中止する





ブロックバルブからのシート洩れがないか





（ドレン弁有り）
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(8)





ドレン弁なし





ドレン弁あり








安全対策を実施しフランジルーズにより、仕切板挿入箇所の脱圧、パージ、ドレンアウトを行う





②
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仕切板とフランジを合わせ、ボルトを締付ける（単位操作―１１０）





③近くにブロック弁が無い仕切板挿入の場合





③





残留液に注意しながら仕切板挿入位置のフランジボルトをルーズにする











仕切板挿入箇所の脱圧、パージ、ドレンアウトをドレンバルブにて行う





開始





終了





フランジを開放しフランジ面を整備後、仕切板を挿入する
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(2)





(1)





仕切板挿入箇所のブロックバルブをブロックインする





























仕切板取外し時の脱圧、脱液を考慮し、スペシャル仕切板の挿入が望ましい





④





②ブロック弁へ直に


仕切板挿入の場合





①





塗布剤を塗布した新品ガスケットを仕切板両側に挿入する





(7)





挿入後のフランジに表示塗装と表示札の取付けを行う





標準的な仕切板


挿入位置





④ブロック弁へ直に


仕切板挿入の場合





スペシャル仕切板例



































